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令 和 3 年 度  の 注 目 事 業令 和 3 年 度  の 注 目 事 業
地域振興交付金地域振興交付金

地域課題の解決や地域活性化を目的に活動を行う行政区に交付金を交付します。地域課題の解決や地域活性化を目的に活動を行う行政区に交付金を交付します。

（写真＝平成31年1月に行われたふるさと山根カルタ大会）（写真＝平成31年1月に行われたふるさと山根カルタ大会）

地域おこし協力隊地域おこし協力隊

地域の魅力ＰＲや農林業への従事、地域協力活動などを行い、地域力の維地域の魅力ＰＲや農林業への従事、地域協力活動などを行い、地域力の維

持強化を図るため、県内外から８人の地域おこし協力隊員を任命しました。持強化を図るため、県内外から８人の地域おこし協力隊員を任命しました。

オドデ館の改修オドデ館の改修

地元特産品の販売と観光の発信拠点として期待される地元特産品の販売と観光の発信拠点として期待される

オドデ館の改修工事を行います。オドデ館の改修工事を行います。

未来結び祝金・すく未来結び祝金・すく    すく赤ちゃん祝金すく赤ちゃん祝金

祝金の額を10万円とし祝金の額を10万円とし

ました。出産に対してはました。出産に対しては

第１子から給付すること第１子から給付すること

になりました。になりました。

村独自の   こども手当村独自の   こども手当
新たに制度を創設して、こど新たに制度を創設して、こど

も手当を支給します。も手当を支給します。

小学校入学前　月額2,000円小学校入学前　月額2,000円

小学生　　　　月額3,000円小学生　　　　月額3,000円

中学生　　　　月額4,000円中学生　　　　月額4,000円

Ｂ＆Ｇプール   の改修Ｂ＆Ｇプール   の改修

老朽化したプールの改修を老朽化したプールの改修を

行います。行います。

資源ごみのリサイクルステーション資源ごみのリサイクルステーション

いつでも持ち込み可能なリサイクルステーションを設置します。いつでも持ち込み可能なリサイクルステーションを設置します。

防災情報一斉送信システム防災情報一斉送信システム

電話やSNSなどを利用して防災情報をお知らせします。電話やSNSなどを利用して防災情報をお知らせします。

アパート形式の住宅建設アパート形式の住宅建設

入居条件を緩和した住宅を建設します。入居条件を緩和した住宅を建設します。

※写真はイメージです※写真はイメージです
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❻公債費
9.3%

5億594万円
（2831万円）

❶総務費
22.0%

11億9206万円
（2億3165万円）

　

３
月
１
日
の
本
会
議
で
行
っ
た

施
政
方
針
演
述
で
晴
山
村
長
は
、

最
も
重
要
視
す
る
政
策
は
人
口
減

少
と
少
子
高
齢
化
対
策
で
あ
る
。

九
戸
村
に
住
み

た
い
、
住
み
続
け

た
い
と
い
う
人

を
増
や
す
た
め

に
は
、
他
に
は
な

い
よ
う
な
強
い

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

（

誘

因

）
が

必

要
で
あ
る
。
多

岐
に
わ
た
る
政

策
を
有
機
的
に

結
び
付
け
て
総

合
的
に
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
令
和
３
年
度
は
、
喫
緊
の

課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
人
員
増

を
伴
う
大
胆
な
組
織
機
構
改
革

を
断
行
し
、
ま
さ
に
今
必
要
な
施

策
を
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推
し

進
め
て
い
く
体
制
を
整
え
る
考
え

だ
。
ナ
イ
ン
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
盛

り
込
ん
だ
「
第
３
次
九
戸
村
総
合

発
展
計
画
」
の
初
年
度
と
し
て
、

多
様
な
政
策
、
事
業
を
本
格
的
に

実
行
し
て
い
く
年
に
も
な
る
と
述

べ
ま
し
た
。

誰
も
が
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
村
を
め
ざ
し
て

　

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
１
日
か
ら
11
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
初
日
の
本

会
議
で
は
、
村
長
の
施
政
方
針
演
述
と
教
育
長
の
教
育
行
政
施
政
方
針
演
述
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で

は
、
村
長
か
ら
令
和
３
年
度
の
予
算
や
条
例
な
ど
36
件
が
、
議
員
発
議
と
し
て
議
案
３
件
が
提
出
さ
れ
、
慎
重

に
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
３
議
員
が
登
壇
し
、
村
総
合
発
展
計
画
、
役
場
の
職
員
体
制
、
基
幹
産
業
と
し
て
の
農
業
に

つ
い
て
な
ど
、
幅
広
く
村
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策
を
最
重
要
視

村
長
の
施
政
方
針
演
述

施政方針演述を行う晴山村長

　

教
育
長
の
教
育
行
政
施
政
方

針
演
述
が
議
会
で
は
じ
め
て
行
わ

れ
、
岩
渕
教
育
長
は
、
教
育
は
「
国

家
百
年
の
計
」
で
あ
る
と
同
時
に

「
地
域
百
年
の
計
」
で
も
あ
る
。
第

３
次
総
合
発
展
計
画
に
う
た
わ
れ

て
い
る
「
誰
も
が
住
み
た
い
・
住
み

続
け
た
い
九
戸
村
」
に
は
他
に
抜
き

ん
で
た
教
育
環
境

の
充
実
は
欠
か
せ
な

い
。
次
代
を
担
い
、

地
域
の
持
続
可
能

な
発
展
に
資
す
る

人
材
の
育
成
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い

く
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。

次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に

全
力
で
取
り
組
む

教
育
行
政
施
政
方
針
演
述

教育行政施政方針演述を行う岩渕教育長

一
般
会
計
予
算
54
億
２
９
７
９
万
円

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
額
は
、
54

億
２
９
７
９
万
円
と

決
ま
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
一
番
多
い
の
は
、
地
方
交

付
税
の
21

億
１
０
２
９
万
円
、
次
い

で
村
債
の
14

億
６
４
８
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
村
税
を
含
め
た
自
主
財

源
は
11

億
１
５
８
５
万
円
で
、
全
体

の
20
・
６
％
と
低
く
、
国
や
県
に
依

存
す
る
財
政
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
（
一
般
事
務

経
費
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
）が
最
も
多

く
、
11

億
９
２
０
６
万
円
で
全
体
の

22
・
０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

令和3年度 一般会計予算

村民１人当たりでは

およそ

９７７，０００円

（
令和３年３月末の人口

）5,558人

令和３年度の会計別当初予算額

会　計　名 令和３年度 令和２年度 伸び率

 一 般 会 計 54億2979万円 39億3268万円 38.1％

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 ６億1379万円 ６億2092万円 △ 1.1％

後期高齢者医療 6672万円 6305万円 5.8％

農業集落排水事業 3769万円 3644万円 3.4％

下 水 道 事 業 １億3692万円 １億3852万円 △ 1.2％

索 道 事 業 1623万円 1502万円 8.1％

戸 田 財 産 区 789万円 556万円 41.9％

伊 保 内 財 産 区 689万円 657万円 4.9％

江 刺 家 財 産 区 465万円 478万円 △ 2.7％

計 63億2057万円 48億2354万円 31.0％

企
業
会
計

水 道 事 業 ２億7762万円 ２億4092万円 15.2％

収 益 的 支 出 １億4098万円 １億3858万円 1.7％

資 本 的 支 出 １億3664万円 １億 234万円 33.5％

予算合計 65億9819万円 50億6446万円 30.3％

54億2979万円の使い方 ・丸数字は、金額の多い順番　・「％」は、構成比

・カッコ内は、前年度当初予算額との比較増減

一般会計予算

❷民生費
14.6%

7億9421万円
（3932万円）

❿議会費
1.1%

6032万円
（1021万円）

❼商工費
8.5%

4億5948万円
（3億4515万円）

❽農林

水産業費
5.2%

2億7979万円
（4992万円）

❾衛生費
3.2%

1億7354万円
（△521万円）

❹消防費
12.8%

6億9634万円
（4億7710万円）

❸土木費
13.9%

7億5540万円
（1億3004万円）

❺教育費
9.3%

5億771万円
（1億9062万円）

歳入総額

54億
2979万円

地方交付税
21億1029万円
（38.9％）

県支出金
2億2340万円

（4.1％）

村債
14億648万円
（25.9％）

村税
4億623万円
（7.5％）

国庫支出金
3億7095万円

（6.8％）

その他
8521万円
（1.6％）

地方消費税交付金
1億3116万円

（2.4％）

地方譲与税
5674万円（1.0％）

その他
1492万円（0.3％）

諸収入
1億1442万円

（2.1％）

依存財源
（79.4%）

自主財源
（20.6%）

繰入金
5億999万円
（9.4％）

歳入予算の内訳
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【
歳
入
全
般
】

問　

各
行
政
区
の
集
会
施
設
用
地

は
、
公
共
的
な
も
の
で
あ
る
た
め

固
定
資
産
税
を
減
免
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　

現
行
制
度
で
は
、
土
地
所
有

者
が
土
地
貸
付
に
よ
る
収
入
が
あ

る
場
合
は
減
免
で
き
な
い
。

【
総
務
費
】

問　

対
象
と
な
る
税
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答　

村
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
保
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
が
対
象
と
な
る
。

問　

庁
舎
の
雨
漏
り
な
ど
、
今
後

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　

調
査
を
行
い
、
経
費
を
見
な
が

ら
検
討
す
る
。

【
民
生
費
】

問　

ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。

答　

一
戸
線
の
バ
ス
路
線
廃
止
に
伴

い
、
一
戸
病
院
精
神
科
に
通
院
す

る
方
を
対
象
に
タ
ク
シ
ー
利
用
料

金
を
助
成
す
る
。

【
衛
生
費
】

問　

撤
去
す
る
考
え
は
な
い
か
。

令 和 ３ 年 度 予 算令 和 ３ 年 度 予 算

使いみちを審査使いみちを審査

答　

撤
去
費
用
を
調
査
し
検
討
し

て
い
き
た
い
。

【
農
林
水
産
業
費
】

問　

生
産
量
を
増
や
す
た
め
の
施

策
は
。

答　

生
産
者
を
増
や
す
こ
と
が
重

要
。
収
穫
可
能
年
数
に
な
る
ま
で

の
補
助
や
、
取
引
価
格
の
再
検
討

な
ど
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

問　

個
人
に
よ
る
農
業
基
盤
整
備

を
す
る
場
合
の
、
個
人
負
担
率
を

見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

答　

財
政
的
な
面
も
あ
る
が
、
具

体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

今
後
の
運
営
方
針
は
。

答　

新
規
就
農
者
の
育
成
や
支
援

に
力
を
入
れ
た
い
。

【
商
工
費
】

問　

改
修
工
事
の
内
容
は
。

答　

村
内
業
者
に
入
っ
て
い
た
だ

き
、
従
来
機
能
と
併
せ
て
、
賑
わ
い

の
あ
る
ま
ち
の
駅
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

【
土
木
費
】

問　

一
定
年
数
居
住
し
た
場
合
、
定

住
促
進
の
た
め
払
い
下
げ
る
考
え

は
な
い
か
。

答　

他
市
町
村
の
状
況
を
情
報
収

集
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

【
消
防
費
】

問　

村
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
。

答　

消
防
団
と
協
議
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難
所

の
対
応
は
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
。

答　

避
難
所
で
の

使
用
を
想
定
し
た

テ
ン
ト
を
購
入
し
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

【
教
育
費
】

問　

新
た
な
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

答　

こ
れ
ま
で
は
小
学
生
が
対
象

だ
っ
た
が
、
今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
世

代
を
対
象
に
し
た
い
。

問　

耐
震
化
率
は
ど
の
程
度
か
。

答　

現
在
13
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
８
年
度
ま
で
に
24
・
３
％
と

な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

３
月
に
開
催
さ
れ
る
第
１
回
定
例
会
は
、
予
算
議
会
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
密
接
に
か
か
わ
る
１
年
間
の
予
算
案
を
審
査
す

る
議
会
で
す
。
村
の
台
所
事
情
は
ど
う
な
の
か
、
限
ら
れ
た
予
算
で
何
を

す
る
の
か
。
令
和
３
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
議
長
を
除
く
議
員
全
員

で
構
成
す
る
予
算
特
別
委
員
会
（
川
戸
茂
男
委
員
長
）
を
設
置
し
て
慎

重
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
質
疑
の
中
か
ら
、
主
な

も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
２
㌻
・
５
㌻
に
予
算
の
内
容
を
掲
載
）

　予算特別委員会では、付託された令和３年度一般会計予算ほか９件の予算案を３月

５日から11日まで審査。後期高齢者医療特別会計と索道事業特別会計は賛成多数

で、他の８件の予算案は全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定し、３月12日

の本会議に報告しました。

予算特別
委  員  会

一
般
会
計

雨漏りが発生している役場庁舎

固
定
資
産
税
の
減
免

税
金
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付

役
場
庁
舎
の
老
朽
化

一
戸
病
院
へ
の
通
院
助
成

旧
ご
み
焼
却
場

甘
茶
と
山
わ
さ
び

特産品として期待される甘茶

基
盤
整
備
の
個
人
負
担

ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム

今後の展開が期待されるナインズファーム

ま
ち
の
駅
「
ま
さ
ざ
ね
館
」

若
者
定
住
促
進
住
宅

消
防
団
員
確
保

避
難
所
運
営

コロナ禍を想定した避難所シミュレーション

九
曜
塾 

※

さまざまな活動が行われている九曜塾

※ 

「
九
曜
塾
」
と
は
、
村
内
小
学

生
を
対
象
に
、
自
然
や
文
化
、
歴

史
な
ど
の
体
験
活
動
を
行
う
も

の
。水

道
事
業
会
計
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問　

な
ぜ
開
催
し
て
い
な
い
の
か
。

答　

地
方
自
治
法
で
は
、
村
長
は
、

そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
た
め
に

必
要
な
内
部
組
織
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
組
織
見

直
し
は
行
政
改
革
に
関
す
る
重
要

事
項
に
は
該
当
し
な
い
と
考
え
、
委

員
会
に
諮
問
し
な
か
っ
た
。

問　

Ｉ
Ｊ
Ｕ
戦
略
室
と
い
う
組
織

の
名
称
は
、
村
民
に
分
か
り
づ
ら

い
の
で
は
な
い
か
。

答　

Ｉ
Ｊ
Ｕ
と
書
い
て
「
い
じ
ゅ
う

（
移
住
）」
と
読
む
。「
Ｉ
タ
ー
ン
」「
Ｊ

タ
ー
ン
」「
Ｕ
タ
ー
ン
」の
頭
文
字
で
あ

る
と
機
会
あ
る
ご
と
に
伝
え
、村
民

に
定
着
す
る
よ
う
努
め
た
い
。

▼▼
九
戸
村
職
員
定
数
条
例

　

役
場
組
織
の
見
直
し
に
伴
い
、
所

属
ご
と
の
職
員
定
数
を
改
め
る
も

の
で
す
。

▼▼
九
戸
村
の
未
来
に
つ
な
ぐ
基
本

条
例

　

誰
も
が
住
み
た
い
村
、
住
み
続
け

た
い
村
を
め
ざ
し
、
移
住
や
定
住
、

出
産
や
子
育
て
へ
の
支
援
を
図
る

た
め
の
基
本
理
念
を
定
め
る
も
の

で
す
。

▼▼
九
戸
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
整
備
を
行
う
も
の
で
す
。

▼▼
九
戸
村
育
英
奨
学
資
金
貸
与
等

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

村
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成

及
び
伊
保
内
高
校
へ
の
進
学
を
支

援
す
る
た
め
、
奨
学
金
返
還
の
免
除

規
定
を
見
直
す
も
の
で
す
。

▼▼
九
戸
村
行
政
不
服
審
査
会
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

役
場
組
織
の
見
直
し
に
伴
い
、
条

例
内
に
あ
る
課
の
名
称
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

▼▼
九
戸
村
若
者
定
住
促
進
住
宅
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
２
年
度
新
築
分
を
条
例
に

整
備
す
る
も
の
で
す
。

▼▼
九
戸
村
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

道
路
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
占
用
料
の
見
直
し
を
行
う
も
の

で
す
。

▼▼
第
３
次
九
戸
村
総
合
発
展
計
画

の
策
定
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
の

運
営
を
図
る
た
め
の
基
本
構
想
、
及

び
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本

計
画
で
あ
る
第
３
次
九
戸
村
総
合

発
展
計
画
を
議
決
し
ま
し
た
。

▼▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
し
議

決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

指
定
期
間
が
満
了
と
な
る
村
の

８
施
設
に
つ
い
て
、
管
理
運
営
を
行

う
団
体
の
指
定
を
議
決
し
ま
し
た
。

第１回定例会第１回定例会

こんなことが決まりましたこんなことが決まりました

▼▼
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に

関
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
の
委
員
に
、
岩
崎

悦
和
さ
ん（
山
根
）
を
再
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
令

和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

▼▼
九
戸
村
課
等
設
置
条
例

　

村
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
役
場
組
織
の
見
直
し
を

行
う
も
の
で
す
。

◆ 

主
な
質
疑 

◆

問　

行
政
改
革
推
進
委
員
会
か

ら
は
、
役
場
組
織
見
直
し
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た

の
か
。

答　

今
回
は
、
行
政
改
革
推
進
委

員
会
を
開
催
し
て
い
な
い
。

人
　

　

事

岩崎 悦和さん

条
　

　

例

長興寺地区に建てた若者定住促進住宅

議

決

事

件

議決された指定管理者

施設の名称 管理者とした団体

九戸村立ふるさとの館

株式会社

九戸村ふるさと振興公

社

ふるさと創造館

九戸村雑穀加工施設

パークゴルフ場

コロポックルランド

オドデ館

まちの駅「まさざね館」 九戸村商工会

九戸村屋内ゲートボール場 九戸村ゲートボール協会

▼▼
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
10
号
）

　

予
算
総
額
か
ら
８
１
５
７
万
９
０

０
０
円
を
減
額
し
、
51
億
９
０
６
９

万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。
内
容

は
、
事
業
実
績
見
込
み
に
よ
る
差
額

の
減
額
と
、
事
業
の
繰
り
越
し
等
を

決
定
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
基
金
に
２
億
円
を

増
額
し
て
い
ま
す
。

▼▼
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

予
算
総
額
に
８
５
８
万
９
０
０
０

円
を
追
加
し
、６
億
９
８
８
８
万
７

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
給

付
見
込
み
額
の
修
正
に
よ
る
も
の

な
ど
で
す
。

▼▼
令
和
２
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

予
算
総
額
か
ら
２
０
７
万
円
を

減
額
し
、３
４
３
６
万
５
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
事
業
実
績

見
込
み
に
よ
る
差
額
の
減
額
で
す
。

▼▼
令
和
２
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

予
算
総
額
か
ら
１
３
３
２
万
８
０

０
０
円
を
減
額
し
、１
億
２
５
１
９

万
５
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。
内
容

は
、
事
業
実
績
見
込
み
に
よ
る
差
額

の
減
額
で
す
。

▼▼
令
和
２
年
度
索
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

予
算
総
額
か
ら
34
万
５
０
０
０

円
を
減
額
し
、１
７
８
９
万
３
０
０

０
円
と
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
事
業

実
績
見
込
み
に
よ
る
差
額
の
減
額

で
す
。

▼▼
令
和
２
年
度
戸
田
財
産
区
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

予
算
総
額
に
２
８
９
３
万
９
０
０

０
円
を
追
加
し
、３
４
４
９
万
９
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
財

産
管
理
資
金
積
立
金
な
ど
で
す
。

▼▼
令
和
２
年
度
伊
保
内
財
産
区
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

予
算
総
額
か
ら
９
万
２
０
０
０

円
を
減
額
し
、６
８
３
万
５
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
事
業
実

績
見
込
み
に
よ
る
差
額
の
減
額
で

す
。

▼▼
令
和
２
年
度
江
刺
家
財
産
区
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

予
算
総
額
に
１
４
４
万
３
０
０
０

円
を
追
加
し
、６
２
２
万
１
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
財
産
管

理
資
金
積
立
金
な
ど
で
す
。

▼▼
令
和
３
年
度
一
般
会
計
や
特
別

会
計
、
水
道
事
業
会
計
予
算
な
ど
、

10
会
計
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
詳
細
は
、
２
㌻
か
ら
７
㌻
に
掲

載
）

補

正

予

算

子ども・子育て支援金2億円を積み立てた

　

議
員
発
議
と
し
て
、
次
の
条
例
案

等
の
提
出
が
あ
り
、
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

▼▼
九
戸
村
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

議
会
の
広
報
広
聴
機
能
を
強
化

す
る
た
め
、
任
意
の
議
会
広
報
紙

編
集
委
員
会
を
廃
止
し
、
議
会
広

報
常
任
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。

▼▼
九
戸
村
議
会
基
本
条
例

　

議
会
の
基
本
理
念
や
議
員
の
活

動
原
則
等
を
定
め
、
村
民
と
と
も
に

歩
む
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
を
目

指
し
制
定
す
る
も
の
で
す
。（
詳
細

は
、12
㌻
に
掲
載
）

▼▼
九
戸
村
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

　

議
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
整

備
の
一
環
と
し
て
、
出
産
・
育
児
・
介

護
な
ど
議
会
へ
の
欠
席
事
由
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
議
会
へ
の
請
願
手
続
き
に

つ
い
て
、
請
願
者
に
一
律
に
求
め
て

い
る
押
印
の
義
務
付
け
を
見
直
し
、

署
名
又
は
記
名
押
印
に
改
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

議
員
発
議
が
あ
り
ま
し
た

令
和
３
年
度
予
算

「
制
度
に
反
対
」

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

高
齢
者
を
初
め
か
ら
差
別

し
、
医
療
を
制
限
す
る
制
度
だ
。

「
抜
本
的
な
検
討
を
」

索
道
事
業
特
別
会
計

　

今
の
や
り
方
で
良
い
の
か
、
抜

本
的
な
検
討
を
求
め
る
。

反
対
討
論 

久
保
え
み
子
議
員

議会広報常任委員会

委員長　桂川　俊明　　副委員長　保大木信子

委　員　坂本　豊彦　　委　　員　渡　　保男

委　員　山下　　勝

　議会からの情報発信のため、定例会ごとに発行

する「くのへ議会だより」の記事作成や写真選定な

どの編集作業のほか、議会に対するご意見やご要

望などを聴く広聴活動を行います。
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令和３年第１回定例会　議員ごとの賛否の状況

議案等

番　号
議　　案　　名　　等

古
舘
　
　
巖

川
戸
　
茂
男

坂
本
　
豊
彦

大
﨑
　
優
一

中
村
　
國
夫

久
保
え
み
子

保
大
木
信
子

岩
渕
　
智
幸

渡
　
　
保
男

山
下
　
　
勝

桂
川
　
俊
明

櫻
庭
豊
太
郎

採
決
の
結
果

議　
　

案

第１号
教育委員会の委員の任命に関し同意を求めるこ

とについて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

可　

決

第２号 九戸村課等設置条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第３号 九戸村職員定数条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第４号 九戸村の未来につなぐ基本条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第５号
九戸村国民健康保険税条例の一部を改正する

条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第６号
九戸村育英奨学資金貸与等条例の一部を改正

する条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第７号
九戸村行政不服審査会条例等の一部を改正す

る条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第８号
九戸村若者定住促進住宅条例の一部を改正す

る条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第９号
九戸村道路占用料徴収条例の一部を改正する

条例
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第10号
第３次九戸村総合発展計画の策定に関し議決を

求めることについて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第11号
九戸村立ふるさとの館の指定管理者の指定に関

し議決を求めることについて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第12号
ふるさと創造館の指定管理者の指定に関し議決

を求めることについて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第13号
九戸村雑穀加工施設の指定管理者の指定に関し

議決を求めることについて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第14号
パークゴルフ場の指定管理者の指定に関し議決

を求めることについて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第15号
コロポックルランドの指定管理者の指定に関し

議決を求めることについて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第16号
オドデ館の指定管理者の指定に関し議決を求め

ることについて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第17号
まちの駅「まさざね館」の指定管理者の指定に関

し議決を求めることについて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第18号
九戸村屋内ゲートボール場の指定管理者の指定

に関し議決を求めることについて
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第19号 令和２年度九戸村一般会計補正予算（第10号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第20号
令和２年度九戸村国民健康保険特別会計補正予

算（第３号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第21号
令和２年度九戸村農業集落排水事業特別会計補

正予算（第１号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第22号
令和２年度九戸村下水道事業特別会計補正予算

（第１号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第23号
令和２年度九戸村索道事業特別会計補正予算

（第３号）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案等

番　号
議　　案　　名　　等

古
舘
　
　
巖

川
戸
　
茂
男

坂
本
　
豊
彦

大
﨑
　
優
一

中
村
　
國
夫

久
保
え
み
子

保
大
木
信
子

岩
渕
　
智
幸

渡
　
　
保
男

山
下
　
　
勝

桂
川
　
俊
明

櫻
庭
豊
太
郎

採
決
の
結
果

議　
　

案

第24号 令和２年度戸田財産区特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

可　

決

第25号 令和２年度伊保内財産区特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第26号 令和２年度江刺家財産区特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第27号 令和３年度九戸村一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第28号 令和３年度九戸村国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第29号 令和３年度九戸村後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ -

第30号 令和３年度九戸村農業集落排水事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第31号 令和３年度九戸村下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第32号 令和３年度九戸村索道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ -

第33号 令和３年度戸田財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第34号 令和３年度伊保内財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第35号 令和３年度江刺家財産区特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第36号 令和３年度九戸村水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

発　

議

第１号 九戸村議会委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

可　

決
第２号 九戸村議会基本条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

第３号 九戸村議会会議規則の一部を改正する規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

表の見方　「○」は賛成、「×」は反対、「−」は採決に加わらなかった。

※櫻庭豊太郎議長は、賛否が同数などの場合にのみ、採決に加わります。これ以外は、採決に加わりません。

　

令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会
が
１

月
28
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

村
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
１

件
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼▼
令
和
２
年
度
九
戸
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

予
算
総
額
に
５
３
４
８
万
２
０
０

０
円
を
追
加
し
、52
億
７
２
２
７
万

５
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　

増
額
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

▼▼
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
費
用

▼▼
ク
ー
ポ
ン
券
に
よ
る
村
内
事
業

者
支
援

▼▼
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
へ
の
経
営

経
費
補
て
ん

第
１
回
臨
時
会

令和３年第１回臨時会　議員ごとの賛否の状況

議案等

番　号
議　　案　　名　　等

古
舘
　
　
巖

川
戸
　
茂
男

坂
本
　
豊
彦

大
﨑
　
優
一

中
村
　
國
夫

久
保
え
み
子

保
大
木
信
子

岩
渕
　
智
幸

渡
　
　
保
男

山
下
　
　
勝

桂
川
　
俊
明

櫻
庭
豊
太
郎

採
決
の
結
果

議
案

第１号 令和２年度九戸村一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
可
決

表の見方　「○」は賛成、「×」は反対、「−」は採決に加わらなかった。

※櫻庭豊太郎議長は、賛否が同数などの場合にのみ、採決に加わります。これ以外は、採決に加わりません。

新型コロナに対する予防接種費用が新型コロナに対する予防接種費用が

予算化されました予算化されました

補

正

予

算
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①
…
請
願
書（
陳
情
書
）は
、そ
の

趣
旨
、理
由
を
簡
潔
に
わ
か
り

や
す
く
書
い
て
く
だ
さ
い
。

②
…

提
出
年
月
日
、
提
出
者
の

住
所
、氏
名
を
書
い
て
押
印
し

て
く
だ
さ
い
。

③
…

請
願
書
は
一
人
以
上
の
紹

介
議
員
が
必
要
で
、
表
紙
に

自
書
に
よ
る
署
名
ま
た
は
記

名
押
印
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
…

紹
介
議
員
が
付
か
な
い
と

き
は
陳
情
書
と
し
て
く
だ
さ

い
。

⑤
…

道
路
等
は
、
簡
単
な
地
図
・

略
図
・
図
面
等
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

　

（
記
入
例
）

請
願
・
陳
情
の

出
し
方

議員は何をしているの？
議員や議会は何をしているの？という声を聞きます。

ここでは、議会や議員の主な活動状況をお知らせします。

令和３年度予算など活発な議論が交わされた３月定例会

 １０日 令和３年九戸村消防団出初式

 １８日 議会改革に関する研修会

  議会改革等に関する調査特別委員会

 ２７日 議員全員協議会

 ２８日 令和３年第１回臨時会

 ２９日 二戸地区広域行政事務組合議会全員協議会

 １日 令和３年第１回定例会  本会議（議案説明）

  議員全員協議会、村政調査会、各常任委員会

 ４日 令和３年第１回定例会  本会議（一般質問）

 ５日 令和３年第１回定例会  本会議（議案審議）

 ８日 令和３年第１回定例会  予算特別委員会

             （11日まで）

 １２日 令和３年第１回定例会  本会議（議案審議）

  議員全員協議会

 2５日 九戸福祉会理事会

 ２９日 九戸教育施設運営会理事会

１
月

 ９日 議会広報紙編集委員会

  議会改革等に関する調査特別委員会

 １５日 二戸地区広域行政事務組合議会定例会

 １６日 北部地区議長会正副議長及び事務局長合同会議

 １８日 岩手県後期高齢者医療広域連合議会全員協

  議会・定例会

 １９日 岩手県町村議会議長会定期総会

 ２２日 議会運営委員会

２
月

3
月

１月18日に行われた議会改革研修会

議会改革の検討結果概要をお知らせします
　

議
会
は
、
村
民
の
生
活
に
直
結
す

る
重
要
な
事
項
を
審
議
・
決
定
し
て

い
ま
す
。

　

九
戸
村
議
会
は
、
村
民
に
開
か
れ

た
、
身
近
で
よ
り
一
層
分
か
り
や
す

い
議
会
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、

議
会
改
革
等
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
（
令
和
２

年
６
月
）
、
議
会
運
営
な
ど
議
会
全

般
に
わ
た
る
改
革
（
５
項
目
）に
つ
い

て
、
13
回
の
検
討
を
行
い
、
検
討
結

果
を
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
に

報
告
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
今
後
の

議
会
運
営
に
つ
い
て
、
議
会
の
規
範

と
な
る
「
議
会
基
本
条
例
」
を
制
定

い
た
し
ま
し
た
。
検
討
結
果
の
概
要

と
今
後
の
具
体
的
な
議
会
改
革
の

実
施
項
目
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議 会 基 本 条 例 を 制 定

議会改革進行中
〜議会改革等に関する検討結果がまとまりました〜

議会改革等に関する調査特別委員会の様子

開かれた、村民にわかりやすい議会を目指して九戸村議会はさらに説明責任を果たします!!

村議会は、村民との協調のもと、村づくりを推進していくとと

もに、議会の公正性・透明性を確保することにより、村民に

開かれた議会、村民参加を推進する議会を目指して活動を展

開するものとします。（九戸村議会基本条例の前文より）

○ 

議
事
機
関
と
は
？

　

村
議
会
は
、
条
例
の
制
定
、
予
算

の
議
決
な
ど
、
村
の
運
営
に
係
る
基

本
的
な
事
項
に
つ
い
て
、
審
議
し
決

定
し
ま
す
。
地
方
議
会
は
、
議
事
機

関
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
村
長
、
行
政

委
員
会
等
の
執
行
機
関
に
対
す
る

チ
ェ
ッ
ク
機
能
と
し
て
、
政
策
論
争

を
活
発
に
行
い
、
議
決
を
通
じ
て
村

民
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

○ 

二
元
代
表
制
と
は
？

　

議
会
と
村
長
は
、と
も
に
直
接
選

挙
で
選
ば
れ
る
代
表
者
で
あ
る
こ

と
か
ら
、二
元
代
表
制（
大
統
領
制
）

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
村
の
運
営
に
不

可
欠
な
機
能
を
議
会（
意
思
決
定
権

限
）と
村
長
等（
執
行
権
限
）に
分
け
、

両
者
間
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
・

バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
村
政
が
運
営
さ
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
両
者

の
意
思
が
一
致
し
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
地
方
自
治
法
で
は
、
最
後

に
有
権
者
で
あ
る
村
民
が
判
断
す

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議会基本条例と特別委員会報告書

分　野　別
実施予定時期

1 【情報公開】

① 会議録を村ホームページに掲載 令和３年度～

② 議会本会議の動画配信 令和３年度～

③ 議員個人の賛否結果の公表 既に実施済み

④ 議会だよりを村ホームページに掲載 令和３年度～

⑤ 議会の活動状況を村ホームページに公開 令和３年度～

⑥ 議長交際費の公開（議会だより掲載） 令和３年度～

2 【住民参加】

① 住民懇談会の開催 令和3年度～

② 子ども議会の開催 令和3年度～

③
議会傍聴の呼びかけ（防災無線でのお知

らせ）
既に実施済み

3 【議会の機能強化】

① 議会基本条例の制定 令和3年度～

②
災害時における議会・議員の対応マニュ

アルの策定
令和2年度～

③ 議決事件を追加する条例の制定 令和2年度～

④ 議会広報常任委員会の設置 令和3年度～

⑤ 議会資料の電子化、タブレット導入 令和3年度～

村 民

村長
（執行機関）

村議会
（議事機関）

選挙 選挙

説明
責任

説明
責任

チェック・アンド・バランス

二元代表制による

専門化する

村政

複雑化する

行政需用

村民に

分かりやすい

政策の説明

議会改革についてご意見をお寄せください ⇒ 住所、氏名をご記入の上、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールなどで村議会事務局へ。

※個別に直接回答はいたしませんが、今後の参考といたします。（ご意見の送り先は18ページに掲載）
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次ページからは

～村政を問う～
一般質問に３人が登壇

　３月定例会での一般質問は３月４日に行われ、３人の議員が一般質問に登壇し、

活発な議論が展開されました。

質問議員（質問順） 質　問　事　項 掲載ページ

中村　國夫 議員

○第３次九戸村総合発展計画について

○児童数の減少と教育環境の今後のあり方について

○本村の教育課題について

15

保大木信子 議員

○職員体制と職場環境改善について

○ふるさと振興公社とナインズファームの合併について

○地域おこし協力隊について

16

久保えみ子 議員

○基幹産業としての農業の位置づけについて

○子どもが増える村づくりについて

○黒山の昔穴遺跡の保存について

○ナインズファームとふるさと振興公社との統合について

17

　一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針など

について所信を聞き、報告や説明を求め疑問点をただすことです。

問　

第
３
次
九
戸
村
総
合
発
展

計
画
の
優
先
順
位
と
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

村
長　

村
の
最
も
大
き
な
課
題

は
人
口
減
少
・
少
子
化
だ
。
誰
も
が

「
住
み
た
い
村
」「
住
み
続
け
た
い

村
」
を
め
ざ
し
、
人
口
減
少
と
少

子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策

を
重
点
的
に
推
進
し
た
い
。

　

そ
の
た
め
、
情
報
発
信
の
強
化

と
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の
拡
大

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
企
業
と
連

携
し
、
雇
用
と
定
住
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
支
援
や
、
農
林
業
の
新
た
な
担

い
手
育
成
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。

　

さ
ら
に
、
新
た
な
助
成
制
度
の

創
設
に
よ
る
住
環
境
整
備
の
推

進
や
、
村
単
独
の
こ
ど
も
手
当

制
度
の
創
設
な
ど
に
よ
る
、
子
育

て
支
援
施
策
の
強
化
を
図
っ
て
い

く
。

問　

地
域
振
興
交
付
金
の
ね
ら

い
は
何
か
。
ま
た
、
他
の
地
域
補

助
金
と
何
が
違
う
の
か
。

村
長　

対
象
事
業
や
経
費
な
ど

に
細
か
い
制
限
を
設
け
ず
に
、
地

域
課
題
を
地
域
住
民
自
ら
が
話

し
合
う
契
機
と
な
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
い
る
。

中村國夫 議員

村総合発展計画の重点は何か

村長▶人口減少と少子化に歯止めをかける

一
般
質
問

　

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
の
解

決
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、
使

い
勝
手
の
良
い
新
た
な
交
付
金

制
度
を
創
設
す
る
も
の
だ
。

問　

令
和
２
年
度
の
出
生
数
が

１
桁
と
な
っ
た
状
況
を
、
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

村
長　

人
口
を
増
や
す
た
め
の

強
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ（
誘
因
）
を

創
っ
て
い
く
た
め
の
、
あ
ら
ゆ
る

政
策
を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
。

問　

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
目

指
し
、
早
期
に
学
校
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
は
な

い
か
。

村
長　

小
学
校
の
再
編
に
は
、

地
域
住
民
の
合
意
が
絶
対
条
件

だ
。
住
民
に
学
校
教
育
や
教
育

制
度
な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
方
向
性
を

ま
と
め
て
い
く
。

問  

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
※

へ
の
取
り
組
み
と
課
題
は
何
か
。

教
育
長　

本
村
は
、
す
べ
て
の
学

校
に
通
信
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
他
市
町
村
に
ひ
け
を
と

ら
な
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
で
あ
る
。
今

後
は
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通

信
技
術
）
活
用
ス
キ
ル

向
上
に
注
力
す
る
。

問　

本
村
に
お
け
る

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
係
る

研
修
は
、
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

県
の
研
修
へ

の
積
極
的
な
参
加
促
進

と
、
独
自
の
教
員
研
修
を
実
施

す
る
。
さ
ら
に
す
べ
て
の
教
員
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
実
践
・

レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
義
務
付
け
る

な
ど
、
授
業
に
お
け
る
教
員
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
。

問　

教
科
担
任
制
に
つ
い
て
、文

部
科
学
省
が
２
０
２
２
年
度
を

目
途
に
導
入
決
定
し
た
こ
と
に

対
し
、ど
う
考
え
、ど
う
対
応
す

る
の
か
。

教
育
長　

教
科
担
任
制
導
入

は
、
今
後
、
教
育
長
会
議
等
で
詳

細
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
る
。
対
応
に
遅
れ
の
な
い
よ

う
に
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

問　

各
地
区
で
行
わ
れ
た
教
育

懇
談
会
で
、
ど
の
よ
う
な
提
言

が
あ
り
、
今
後
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

教
育
長　

現
状
の
課
題
解
決

と
、
将
来
に
向
け
て
の
教
育
環
境

整
備
を
求
め
る
声
が
多
数
だ
っ

た
。
意
見
や
要
望
等
を
集
約
し

た
後
、
具
体
案
を
な
る
べ
く
早
い

段
階
で
示
し
、
多
く
の
住
民
か
ら

賛
同
い
た
だ
け
る
も
の
に
し
て
い

き
た
い
。

※ＧＩＧＡスクール構想とは、子ども

たちの個性に合わせた教育の実

現のため、学習用ＰＣとネットワー

ク環境などを整備するものです。

子どもたちのため望ましい教育環境とは

児
童
数
減
少
と
教
育
環
境
の
あ
り
方
は

本
村
の
教
育
課
題
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問　

農
業
を
村
の
基
幹
産
業
と

位
置
付
け
て
、
力
を
入
れ
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長　

農
業
が
村
の
基
幹
産

業
で
あ
る
こ
と
は
衆
目
の
一
致

す
る
と
こ
ろ
だ
。
基
盤

整
備
、
農
地
流
動
化
の

推
進
、
後
継
者
及
び
新

規
就
農
者
の
育
成
体
制

の
強
化
な
ど
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
、
村
の
特

徴
を
活
か
し
た
農
業
を

確
立
し
て
い
き
た
い
。

問　

農
業
を
基
幹
産

業
と
し
て
推
進
す
る
た

め
の
体
制
が
、
十
分
に

図
ら
れ
て
い
る
の
か
。

村
長　

新
年
度
は
、
農

業
を
産
業
の
観
点
か
ら
見
つ
め

直
し
、
生
産
か
ら
流
通
ま
で
を

見
据
え
た
政
策
実
現
の
た
め

に
、
新
た
に
産
業
振
興
課
を
立

ち
上
げ
、
商
工
業
と
一
体
的
な

振
興
を
図
り
た
い
。

久保えみ子 議員

農業振興に力を入れるべきでは

村長▶農家に寄り添い農業政策を遂行

一
般
質
問

問　

子
ど
も
が
増
え
る
村
づ
く

り
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

村
長　

少
子
化
に
歯
止
め
を
か

け
る
に
は
、
若
い
世
代
の
定
住
を

増
や
す
こ
と
が
必
要
だ
。
新
婚

世
帯
の
転
入
費
用
の
助
成
制
度

を
設
け
る
ほ
か
、
村
単
独
の
出

産
助
成
制
度
を
創
設
し
、
出
産

祝
金
も
第
１
子
か
ら
に
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
新
た
に
設
置
す
る
。
雇
用

の
場
の
拡
充
、
住
み
心
地
の
い
い

安
心
・
安
全
な
村
づ
く
り
を
進

め
な
が
ら
、
少
子
化
に
歯
止
め
を

か
け
た
い
。

多
く
の
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
る
村
に

問　

職
場
環
境
改
善
の
た
め
職

員
か
ら
聞
き
取
り
を
行
っ
た
結

果
、
ど
の
よ
う
な
問
題
や
要
望

が
あ
り
、
組
織
の
機
構
改
革
に

行
か
さ
れ
た
の
か
。

村
長　

保
健
部
署
と
福
祉
部
署

の
統
合
な
ど
、組
織
体
制
の
見
直

し
を
要
望
す
る
も
の
が
多
く
、村

民
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
に
対
し
て
的

確
に
対
応
で
き
る
体
制
に
し
た
い
。

問　

新
採
用
職
員
へ
の
指
導
育

成
は
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

村
長　

例
年
行
う
職
員
研
修
に

加
え
、
自
主
研
修
や
外
部
研
修
へ

の
参
加
も
積
極
的
に
行
い
た
い
。

問　

保
育
園
の
体
制
に
つ
い

て
、
職
員
か
ら
聞
き
取
り
は
し

た
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
要

望
が
出
さ
れ
、
今
後
の
体
制
を

ど
う
考
え
る
の
か
。

村
長　

保
育
園
長
及
び
正
職
員

の
保
育
士
と
、
体
制
等
に
つ
い
て
面

談
を
行
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
保
育

士
資
格
の
あ
る
職
員
が
足
り
な
い

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
園
長
職
は
資

格
の
有
無
、
雇
用
の
形
態
、
年
齢
に

よ
ら
ず
、
運
営
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
き
る
人
材
を
登
用
し
た
い
。

保大木信子 議員

どう考える役場の組織体制

村長▶ニーズや課題に対応できる体制に

一
般
質
問

問　

ふ
る
さ
と
振
興
公
社
と
ナ

イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
と
の
合
併
に

よ
る
改
革
は
、
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
る
の
か
。

村
長　

ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
は
、

本
来
業
務
で
あ
る
担
い
手
育
成

に
力
を
入
れ
た
い
。
株
主
総
会
、

取
締
役
会
を
経
て
正
式
な
合
併

統
合
と
し
た
い
。

問　

合
併
に
よ
り
、
互
い
の
経

営
に
良
い
影
響
が
あ
る
の
か
。

村
長　

合
併
の
目
的
は
体
制
強

化
で
、
経
営
が
安
定
す
る
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
。
将
来
的
に
は
、
生
産

か
ら
加
工
販
売
ま
で
を
担
い
、
村

の
６
次
産
業
化
を
推
進
す
る
中

核
企
業
と
し
て
、
地
域
総
合
商

社
的
な
も
の
に
発
展
さ
せ
た
い
。

見直しが行われた役場組織体制

ふ
る
さ
と
振
興
公
社
と
ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
の
合
併

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
応

募
状
況
と
内
容
は
。

村
長　

11
人
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
９
人
が
４
月
か
ら
着
任

す
る
見
込
み
。
自
伐
型
林
業
、工

芸
、
村
の
情
報
発
信
、
伊
保
内
高

校
支
援
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
業

務
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

伊
保
内
高
校
の
存
続
の
た

め
、
協
力
隊
員
で
高
校
魅
力
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
担
う
人

材
が
必
要
で
は
な
い
か
。

村
長　

伊
保
内
高
校
支
援
を

希
望
す
る
応
募
者
は
２
人
で
、い

ず
れ
も
20
代
前
半
。
高
校
側
か

ら
、
経
験
豊
か
な
人
材
が
必
要

と
の
要
望
が
あ
る
た
め
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
は
別
に
、コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
募
集
し
採
用
し

た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
※

村の基幹産業として農業施策の充実を

問　

黒
山
の
昔
穴
遺
跡
の
周
辺

で
、
木
の
伐
採
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
遺
跡
の
保
存
に
影
響
は

な
い
の
か
。

　

ま
た
、
遺
跡
の
す
べ
て
が
将

来
に
わ
た
っ
て
保
存
さ
れ
て
い

く
の
か
。

教
育
長　

立
木
の
伐
採
や
土

木
工
事
に
つ
い
て
は
、
遺
跡
の
保

護
に
影
響
が
な
い
範
囲
で
行
う

こ
と
と
し
て
、
業
者
と
協
議
済
み

だ
。

　

ま
た
、
県
教
育
委
員
会
か
ら

は
、
遺
跡
の
拡
大
部
分
に
つ
い
て

も
、
遺
跡
と
し
て
登
録
す
る
と

の
通
知
を
受
け
て
い
る
。

問　

遺
跡
の
国
指
定
に
向
け
た

作
業
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
長　

遺
跡
の
調
査
報
告

書
が
、
本
年
２
月
に
発
刊
と
な
っ

た
。
村
全
体
を
挙
げ
て
国
指
定

に
つ
な
が
る
盛
り
上
が
り
と
な

る
よ
う
、
遺
跡
展
示
会
等
の
事

業
を
実
施
し
て
い
く
。

黒
山
の
昔
穴
遺
跡

問　

ふ
る
さ
と
振
興
公
社
と

ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
が
統
合
す

る
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
目
的

は
何
か
。

村
長　

ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
の

職
員
が
少
な
く
、
農
業
技
術
の

指
導
を
行
う
余
裕
が
な
い
状
態

と
な
っ
て
い
た
。
統
合
す
る
こ
と

で
、
村
の
６
次
産
業
化
※
を
け

ん
引
す
る
体
制
の
強
化
を
図

り
た
い
。

ナ
イ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
と
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

※
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
都

市
か
ら
地
方
へ
移
住
し
、
地
域
お

こ
し
支
援
や
農
林
業
、
地
域
協
力

活
動
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
定
住
・

定
着
を
図
る
取
り
組
み
で
す
。

※
６
次
産
業
と
は
、
農
林
業
な
ど

の
生
産（
１
次
産
業
）、
加
工（
２
次

産
業
）、
販
売（
３
次
産
業
）を
掛
け

合
わ
せ
た
、
多
角
的
な
新
た
な
産

業
の
形
で
す
。
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新
年
度
が
始
ま
り
、
新
一
年
生
が

上
級
生
に
囲
ま
れ
登
校
す
る
元
気
な

姿
を
見
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
不
自
由

を
し
て
い
る
の
が
ウ
ソ
の
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

　
春
本
番
と
な
り
、
農
家
の
方
を
畑

や
田
ん
ぼ
で
見
か
け
る
と
、
家
で
ゴ

ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
私
も
忙
し
く
な
っ
た

気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
始
ま
り
、
多
く
の
人
が
接
種
を
受

け
、
一
日
も
早
い
日
常
が
戻
っ
て
く
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
議
会
広
報
紙
編
集
委
員

会
も
新
年
度
よ
り
常
任
委
員
会
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
早
く
、
わ
か
り
や
す
い

広
報
を
届
け
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
　
渡
　
保
男

あ

と

が

き

夢と希望を胸に迎えた

伊保内高校の入学式

議 会 広 報

常任委員会

○委員長
　桂川　俊明

○副委員長
　保大木信子

○委員
　坂本　豊彦

　渡　　保男

　山下　　勝

江刺家小学校６年

七
しちのへ

戸　友
ゆ り の

利乃さん

大好き！

九戸村

江刺家小学校６年

細
ほそかわ

川　展
のぶたか

孝くん

よいところ
たくさん！
九戸村

　

ぼ
く
が
考
え
る
九
戸
村
の

よ
さ
は
三
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
江
刺
家
小
学

校
で
取
り
組
む
稲
作
体
験
で

す
。
五
・
六
年
生
が
行
う
種
ま

き
か
ら
始
ま
り
、
田
植
え
、
稲

刈
り
、
脱
穀
と
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
し
ま
す
。
ぼ
く
が
そ
の
中

で
一
番
興
味
を
持
っ
た
こ
と

は
、
稲
の
種
ま
き
で
す
。
ど
こ

に
興
味
を
持
っ
た
か
と
い
う

と
、
小
さ
な
種
が
田
植
え
を

す
る
時
の
稲
に
育
つ
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
種
ま
き
が
終

わ
り
、こ
れ
か
ら
田
植
え
が
あ

る
の
で
楽
し
み
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
水
道
水
で
す
。

最
近
、
九
戸
村
の
水
道
水
が

「
Ｇ
Ｏ
九
っ
戸
」
と
い
う
名

前
で
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
を
知
っ
て
か

ら
、
ぼ
く
は
、
水
道
水
な
ん
だ

か
ら
ど
こ
で
も
同
じ
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
た
け
れ
ど
、

飲
ん
で
い
る
う
ち
に
、
そ
の
お

い
し
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
ヒ
メ
ホ
タ
ル
で

す
。
以
前
、
九
曜
塾
で
ヒ
メ
ホ

タ
ル
を
見
に
行
っ
た
時
に
、
光

り
始
め
た
ら
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
も

光
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
明
る

く
て
、
と
て
も
き
れ
い
な
風
景

で
し
た
。

　

他
に
も
、
九
戸
村
に
は
、
ま

だ
ま
だ
よ
い
と
こ
ろ
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
鶏

肉
や
甘
茶
な
ど
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
九
戸
村
の
よ
さ
を
た
く

さ
ん
増
や
し
て
い
け
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
思
う
九
戸
村
の
特
に

よ
い
と
こ
ろ
を
三
つ
紹
介
し

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
折
爪
岳
の
山

頂
か
ら
見
え
る
、
美
し
い
景

色
で
す
。
晴
れ
て
い
る
時
は
、

八
戸
の
青
く
輝
く
海
が
見
え

ま
す
。
ま
た
、
春
に
な
る
と
桜

が
、
秋
に
な
る
と
赤
や
黄
色
に

染
ま
っ
た
木
々
が
見
え
て
と
て

も
き
れ
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
お
い
し
い
鶏
肉

で
す
。
九
戸
村
で
は
鶏
肉
が

多
く
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
量
だ
け
で
は
な
く
、
味

ま
で
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

九
戸
村
の
鶏
肉
で
焼
き
鳥
を

作
っ
て
食
べ
た
時
は
、
ほ
っ
ぺ

が
落
ち
て
し
ま
う
ほ
ど
お
い

し
く
て
、
手
が
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
甘
茶
で
す
。
私

は
甘
茶
と
い
う
名
前
か
ら
そ

こ
ま
で
甘
く
な
い
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
た
け
ど
、
飲
ん
で
み

て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
甘
い
お
茶
が
あ
る
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
。
し
か
も
、
甘

い
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
や
さ
し

い
味
で
と
て
も
飲
み
や
す
か
っ

た
で
す
。

　

私
は
、こ
ん
な
に
美
し
い
も

の
、
お
い
し
い
も
の
が
あ
る
九

戸
村
が
大
好
き
で
す
。

令
和
3
年
６
月
２
日
発
行

く
の
へ
議
会
だ
よ
り
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